
 
 
 
 
 

令和２年度事業報告 
 
 
 

【基本方針】 
 
１．二ュービジネス（経済社会の強いニーズから生まれるビジネスモデル自体に新規性を 

内包した、これまでにないビジネス）の創出・育成 

２．ベンチャー企業及びベンチャー指向の中小企業・小規模企業への支援 

３．会員満足度の向上及び新規会員の加入促進 

４．地域委員会の活性化 

５．九州経済産業局、中小企業基盤整備機構、各県・政令市及び産業支援機関等とのネット

ワーク構築及び連携・協力による各事業の広域的展開 
 
 
 

【令和２年度活動方針】 
 
令和 2年度については、以下の 3つのキーワードのもと、事業に取り組んで参りました。 

キーワード １ 

「イノベーションの担い手である大学や中小企業、ベンチャー企業に対する支援強化」 

当協議会は、これまでビジネスマッチングの場として｢ベンチャープラザ二月会｣、ベンチ

ャー企業や学生層の起業家マインドの醸成を図るため「九州ニュービジネス大賞」「九州・  

大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」を開催しています。 

令和 2 年度以降、それらに参加されたイノベーションの担い手である、大学や中小企業、  

ベンチャー企業が当協議会に所属する大企業とのオープンイノベーションが取り組める 

ような環境を整えて参ります。 

 

キーワード ２ 

「海外進出の支援」 

当協議会では、2016年 12月に中華民国三三企業交流会と国際交流に関する覚書を締結し、  

中華民国三三企業交流会、台日商務交流協進会との共催で、これまで 3回にわたり「ベン

チャープラザ in台湾」を開催いたしました。令和 2年度以降は、3機関共同で東南アジア

等海外進出を目指す企業に対する支援体制を充実して参ります。 

また、当協議会に所属する元気な女性経営者に対し、国際的な人脈を構築する場の提供を 

行います。 

 

キーワード ３ 

「スタートアップ間もない企業、小規模事業・中小企業の会員企業向け支援」 

当協議会には、スタートアップ間もない企業、小規模事業者・中小企業者である会員が多

数所属しております。それらの会員企業の中には、社内に企業法務、財務、知財等に関す

る部門を設置できず、｢契約書のチェックをしてもらいたい」、｢自社の技術をどのようにす

れば守れるか｣など経営全般に関する悩みを持っている企業も多数存在しているのではな

いかと考えられます。当協議会は、このような企業に対する支援システムを構築いたしま

す。 
 

 

 

 

 

 
 



【令和２年度活動状況】 
 

１．ニュービジネス調査研究委員会 （担当副会長：佐藤尚文、委員長：佐藤隆 理事） 

① 九州 NBCオープンセミナー（人的ネットワーク構築を目指す交流会等を実施） 

  コロナ禍の影響により開催中止 

② 国内視察（新事業創出全国フォーラムに参加し、全国の NBC の動向を把握するとともに連携強化を図る）  

  コロナ禍の影響により視察中止   

③ 海外視察（ニュービジネス等に関する海外の動向及び訪問先との連携強化を図る） 

  コロナ禍の影響により視察中止 

④ 相談窓口（会員専用ＨＰ上に「相談窓口」を開設し経営全般に関する会員の悩みに応える） 

  相談件数実績 ２件 

⑤ オンラインセミナー（オンラインを活用したＷｅｂセミナーの配信） 
 

期日 内容 

令和 2年 7月 10日 

 

 

【題  目】〖新型コロナ特例〗雇用調整助成金申請のポイント 

【講  師】松井人事労務管理事務所 所長 松井 慶浩 氏 

【参 加 者】13名 

令和 2年 7月 16日 

 

 

 

【題  目】〖新型コロナ特例〗新型コロナウイルス関連支援策 

【講  師】税理士法人さくら優和パートナーズ 

代表社員税理士 藤田 ひろみ 氏 

【参 加 者】31名 

令和 2年 9月 28日 

 

 

【題  目】〖Ｚｏｏｍ活用セミナー〗初級編 

【講  師】税理士法人さくら優和パートナーズ 

代表社員税理士 藤田 ひろみ 氏 

【参 加 者】13名 

令和 2年 9月 28日 

 

 

 

【題  目】〖Ｚｏｏｍ活用セミナー〗中級編 

【講  師】税理士法人さくら優和パートナーズ 

代表社員税理士 藤田 ひろみ 氏 

【参 加 者】25名 

令和 2年 11月 12日 

 

 

【題  目】〖同一労働同一賃金〗への現実的な対応について 

【講  師】松井人事労務管理事務所 所長 松井 慶浩 氏 

【参 加 者】23名 

 

２．国際交流委員会 （担当副会長：今井千恵、委員長：池内比呂子 理事） 

  ① 国際交流事業（国際交流の覚書等に基づく二国間及び多国間との事業活動の展開） 
     

期 日 内 容 

令和 2年 12月 4日 

 

ONLINE 2020ベンチャープラザ in台湾 個別商談会 

【主  催】 九州ニュービジネス協議会、中華民国経済部国 

際貿易局、中華民国三三企業交流会、台日商務 

交流協進会 

【後  援】  台湾貿易センター 

【会  場】  台北国際会議センター 3階 南軒 

【参加企業数】日本側 7社 台湾側 16 社 

【商談実績】 商談総数 28件（うち成立 1件、継続 22件、 

見込無 5件） 



令和 2年 12月 9日 

 

ONLINE 2020ベンチャープラザ in台湾 日台交流セミナー 

【主  催】 九州ニュービジネス協議会、中華民国経済部国 

際貿易局、中華民国三三企業交流会、台日商務 

交流協進会 

【後  援】 台湾貿易センター 

【会  場】 南港展示館 5階 506会議室（台北市） 

【参 加 者】 日本側 42名 台湾側 51名 計 93名 

 

３．ニュービジネス支援委員会 （委員長：古賀光雄 理事） 

 ① ベンチャープラザ「二月会」 福岡開催（ベンチャー企業等によるプレゼンテーションの場の提供） 
 

期 日 発表企業等 

第 146回 

令和 2年 12月 14日 

 

【発表企業】3社 

㈱Lecture、㈱ゴールデンエイジ研究所、㈱soraプロジェクト、           

【参 加 者】37名（会場 16名、オンライン 21名） 

第 147回 

令和 3年 3月 8日 

 

【演  題】「サステナビリティ・トランスフォーメーション 

      ＳＤＧｓと医学住宅」 

【講  師】九州大学主幹教授・都市研究センター長 

馬奈木 俊介 氏 

【発表企業】2社 

㈱オーケープランニング、㈱山城機巧、 

【参 加 者】37名（会場 18名、オンライン 19名） 

 

② 九州ニュービジネス大賞 （革新的な起業家精神を持って新しい事業に挑戦する優秀な企業の選定） 

     新型コロナ禍の影響を考慮し、コンテストは実施せず。各県支援団体推薦企業について、 

九州代表として全国大会（第 15回ニッポン新事業創出大賞）への推薦のみ実施。 

九州推薦の 4社中、2社が全国大会入賞。  

推薦団体※ エントリー企業 
全国大会

結果 

福 岡 グリーンリバーホールディングス株式会社 代表取締役 長瀬 勝義 氏 特別賞 

熊 本 九州電機工業株式会社    代表取締役社長 福嶋 邦博 氏 － 

宮 崎 大山食品株式会社      代表取締役 大山 憲一郎 氏 特別賞 

鹿児島 株式会社エルム         代表取締役 宮原 隆和 氏 － 

    ※ 推薦団体： ・福岡：福岡県ベンチャービジネス支援協議会 

・熊本：（公財）熊本県起業化支援センター 

・宮崎：（公財）宮崎県産業振興機構 

・鹿児島：（公財）かごしま産業支援センター 

    （佐賀、長崎、大分の支援団体は、新型コロナ禍等による準備不足により推薦辞退） 
 

③ 九州･大学発ベンチャー･ビジネスプランコンテスト （大学･高専等に眠るシーズの発掘と育成） 

開 催 日：令和 2年 12月 19日  開催場所：ももち浜 SRPホール（福岡 SRP ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 2F） 

  募集対象者：九州一円の専門学校、高専、短大、大学の学生、院生等 

募集期間：令和 2年７月 27日 ～ 9月 28日 

 

 
 



各 賞 受 賞 者 

グランプリ 宮崎大学 農学部 応用生物科学科     西迫 政人 さん 

九州経済産業局長賞 大分大学 理工学部 創生工学科     原  久乃 さん 

九州経済連合会長賞 宮崎大学 工学部 電子物理工学科    藤島 旺志 さん 

ＮＩＣＴ賞 有明工業高等専門学校 創造工学科 情報システムコース    礒村 直矢 さん 

優秀賞 福岡女学院大学 人文学部 現代文化学科 與田 珠夕 さん 

優秀賞 北九州工業高等専門学校 専攻科 生産デザイン工学専攻  岡部 唯人･笛 凌太郎 さん 

優秀賞 筑紫女学園大学 現代社会学部 現代社会学科   有吉 桃花 さん 

優秀賞 長崎大学 教育学部            宮川 智慧 さん 

優秀賞 佐賀大学 理工学部 知能情報システム学科    浅川 泰輝 さん 

優秀賞 大分大学 理工学部 創生工学科     池田 旭花 さん 

優秀賞 宮崎大学 農学部応用生物科学科     安藤 彩夏 さん 

優秀賞 宮崎大学 地域資源創成学部 地域資源創成学科   家城 真志 さん 

支援部門賞 サイバーテック株式会社 代表取締役社長   春成 嘉弘 氏 

支援部門賞 宮崎大学 地域資源創成学部 講師    土屋  有 氏 
       

※ 支援部門賞は、20回を記念して本年度新設。 

※ 令和 3年 2月 15日に行われた日刊工業新聞社主催「キャンパスベンチャーグラン

プリ全国大会」表彰式にて、宮崎大学・西迫政人さんが審査委員会特別賞を受賞。

また、令和 3 年 3月 1日に開催された総務省、国立研究開発法人情報通信研究機構

(NICT)主催「起業家甲子園（全国大会）」において、有明高専・礒村直矢さんが、 

6つの協賛企業特別賞（アイ・オー・データ賞、インフィニオン賞、クラウドワー

クス賞、セプテーニグループ賞、ソフトバンク賞、三菱電機賞）を受賞。 

 

４．人材育成委員会 （担当副会長：矢頭美世子、委員長：廣田稔 理事） 

① 未来創造経営塾 （経営者、後継者等を対象とした自社の次の成長のためのスクール） 

  コロナ禍の影響により開催中止 

 

５．ウーマンズ・フォーラム委員会   （委員長：藤嶋佳子 理事） 

① 女性経営者によるニュービジネスについての勉強会等  
期 日 内 容 

令和 2年 9月 17日 正副委員長会議(第１回) 

【議  題】委員会活動の在り方検討(アドバイザー廣田理事) 

令和 2年 10月 2日 正副委員長会議(第 2回) 

【議  題】セミナー事業への取組み検討 

令和 2年 11月 18日 例  会(第 1回) 

【議  題】①令和 2年度事業の実施内容検討(コロナ対応等) 

      ②活動活性化への意見交換 

【参 加 者】10名 

令和 2年 12月 16日 正副委員長会議(第 3回) 

【議  題】①ウーマンズ・フォーラム 2021内容検討 

       ②次年度活動計画基本方針検討 

  



令和 3年 1月 20日 正副委員長会議(第 4回) 

【議  題】ウーマンズ・フォーラム 2021 について 

令和 3年 2月 20日 ウーマンズ・フォーラム 2021オンライン開催 

【演   題】「私たちは、女性のライフステージを応援します」 

      ～株式上場 100年企業を目指して～ 

【講  師】㈱テノ.ホールディングス 

代表取締役 池内 比呂子 氏 

【参 加 者】45名 

 

６．地域委員会 （佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、北九州）   
① 熊本地域委員会 （委員長：石原靖也 理事） 

  ○ くまもとベンチャーマーケット二火会   
期 日 発表企業等 

第 69回 

令和 2年 10月 13日 

【発表企業】4社 

㈱クリエーション WEB PLANNING、㈱CAST、 

㈱ペコ IPMパイロット、Ｐ＆Ａ(崇城大学) 

【参 加 者】175名（会場 115名、オンライン 60名） 

第 70回 

令和 3年 2月 9日 

【発表企業】6社 

㈱アマーサ、ふるさと熱電㈱、㈱SUSTAINABLE JAPAN、 

バトン合同会社、㈱優和、Kuru-Lab㈱ 

【参 加 者】96名（オンライン 96名） 
 

○ 地域委員会定例会・セミナー 
 

期 日 内 容 

令和 2年 6月 16日 例 会(第 1回) 

令和 2年度事業計画検討  

【参 加 者】14名 

令和 2年 7月 21日 

 

ゲストスピーチと会員交流会  

【講 話】自社の経営スタンス 

【講 師】㈱親和商事 代表取締役社長 倉橋 篤 氏 

【参 加 者】14名 

令和 2年 9月 15日 例 会(第 2回) 

【講 話】九州電力の地域振興 

【講 師】九州電力熊本支店 草場地域振興 G長 

【参 加 者】13名 

令和 2年 10月 19日 豪雨災害義援金贈呈（熊本県庁 商工労働部） 

JNB並びに九州 NBCより贈呈  

令和 2年 11月 17日 例 会(第 3回) 

【参 加 者】11名 

令和 2年 12月 1日 ゲストスピーチと会員交流会 

【講 話】九州旅客鉄道㈱ の取組み 

【講 師】九州旅客鉄道㈱ 熊本支社長 赤木 由美 氏 

【参 加 者】17名 

令和 3年 1月 28日 企業訪問 

【訪 問 先】JR九州新熊本駅ビル 

【参 加 者】10名 
 
 

 

 



② 大分地域委員会 （委員長：菊口邦弘 理事） 

○ ベンチャープラザ in大分  
期 日 発表企業 

令和 3年 3月 3日 

    

【発表企業】4社 

コンディショニングサロン コア・ナチュレ、Synergiez、 

㈱髙瀬文夫商店、㈱薬けん 

【参 加 者】114名（会場 60名、オンライン 54名） 
 
○ 地域委員会定例会・セミナー  

期 日 内 容 

令和 2年 10月 23日 

 

豪雨災害義援金贈呈（大分県庁 商工観光労働部） 

JNB並びに九州 NBCより贈呈  
  

③ 鹿児島地域委員会 （委員長：馬場甚史朗 理事） 

○ ベンチャープラザ鹿児島二水会 
 

期 日 発表企業等 

第 79回 

令和 2年 10月 14日  

【発表企業】3社 

カクイ㈱、三州産業㈱、㈱鹿児島イーデン電気 

【参 加 者】72名 

第 80回 

令和 3年 2月 10日 

【発表企業】3社 

キリシマ精工㈱、薩摩総研㈱、㈱日置精工 

【参 加 者】72名 
  

④ 北九州地域委員会 （委員長：豊川裕子 理事） 

○ 地域委員会定例会  
期 日 内 容 

令和 2年 7月 28日  正副委員長会議(オンライン開催） 

【議  題】今後の北九州地域委員会の活動について 

【参 加 者】 7名 

令和 2年 10月 2日 

令和 2年 10月 6日 

北九州地域委員会会員の意見交換会 

【内  容】①出席者自己紹介 

      ②コロナ禍における事業運営等に関しての意見交換 

【参 加 者】 16名(2日)、14名(6日) 

令和 3年 3月 9日 正副委員長会議 

【議  題】令和 3年度の北九州地域委員会の活動計画について 

【参 加 者】 7名 

 

７．企画運営委員会 （担当副会長兼委員長：礒山誠二） 

① 総会、理事会、正副会長会議 
 

期 日 会 議 名 

令和 2年 5月 19日 第 1回理事会（書面） 

令和 2年 6月 10日 第 2回理事会 

令和 2年 6月 10日 定時総会 

令和 2年 10月 30日 第 3回理事会（書面） 

令和 2年 11月 20日 第 4回理事会（書面） 

令和 2年 12月 25日 臨時総会 

 



令和 3年 3月 4日 第 1回正副会長会議 

令和 3年 3月 19日 第 5回理事会 
 

② 各種広報活動 
 

期 日 内 容 

情報発信（メルマガ、

フェイスブック配信）

【随時】 

メルマガ、フェイスブックでは他関係団体等の情報も併せて配信 

ホームページ更新 イベント案内等随時更新 
  
③ 会員交流事業 
      

期 日 内 容 

令和 2年 9月 5日 第 24回会長杯ゴルフコンペ 

令和 3年 1月 22日 令和 3年 新年祝賀会(コロナ禍の影響により開催中止) 

 

８．会員拡大推進委員会 （担当副会長兼委員長：道永幸典） 

① 新規会員加入状況 
 

期 日 加入者数 

令和 2年 5月 3(法人 2、個人 1) 

令和 2年 6月 3(法人 2、個人 1) 

令和 2年 10月 6(法人 3、個人 3) 

令和 2年 11月 2(法人 1、個人 1) 

令和 3年 3月 6(法人 4、個人 2) 

計 20(法人 12、個人 8)【 参考 令和 2年度退会 31（法人 18、個人 13）】 

 

９. 他団体との連携  

① 公益社団法人 日本ニュービジネス協議会連合会（ＪＮＢ）関係 
 

項 目  内 容 

全国会長会議 開催中止 

定時総会(年 1 回) 6月 11日(火)（書面決議） 

理事会(年 3回) 6月 11日(火)、9月 25日(金)、3月 10日(水)（オンライン開催） 

事務局代表者会議 7月 17日(金)(オンライン開催) 

JNB新事業創出全国 

フォーラム(東京) 

10月８日(木)(オンライン開催) 

（宇都宮市での開催は延期） 

賀詞交換会(東京) 令和 3年 1月 13日(水)（オンライン開催） 

 

 

 

 

 

 

 



 ＜ その他団体 ＞ 

 

事業名 主催者・協力内容 

産業振興委員会企画部会 〔九州経済連合会〕 

・ メンバーとして産業振興の検討 

九州中小・ベンチャー企業 

ＩＰＯ支援プロジェクト（通称Ｑ

ＳＰ） 

〔福岡証券取引所〕 

・ 福岡証券取引所等とともに支援機関としてＩＰＯ

に挑戦する企業の選定・支援等 

フクオカベンチャーマーケット 〔福岡県ベンチャービジネス支援協議会〕 

・ 監事、企画運営委員会委員、同委員会ベンチャー 

支援専門部会委員として参加 

九州、山口ベンチャーマーケット 

実行委員会 

〔九州地域戦略会議〕 

・ 九州・山口発ベンチャー支援プラットフォーム構築 

プロジェクトに実行委員として参加 

公益財団法人やまぎん地域企業 

助成基金 

 

〔やまぎん地域企業助成基金（山口銀行）〕 

・推薦団体として、助成候補企業を募集するも応募な

く推薦なし。 

一般財団法人ふくおかフィナンシ

ャルグループ企業育成財団 

〔キューテック研究開発助成金（福岡銀行）〕 

・ 取次、推薦団体として、助成候補企業を推薦 

一般財団法人 

熊本県起業化支援センター 

・ 評議員として参画 

一金会 ・ 副会長として参画 

九州国際化推進機構 ・ 幹事として参画 

一般財団法人 

九州オープンイノベーションセン 

ター 

・ Ｋ－ＲＩＰ販路開拓プロジェクト審査会委員 及び 

ビジネス創出部会の幹事として参画 

少子高齢化・雇用委員会 〔九州経済連合会〕 

・ 委員会委員及び企画部会委員として参画 

九州・大学発ベンチャー・ビジネス 

プランコンテスト実行委員会 

〔九州経済産業局、福岡県、福岡市、九州経済連合会、

中小企業基盤整備機構九州本部、日刊工業新聞社西

部支社、九州オープンイノベーションセンター、九州

NBC〕・九州・大学発ベンチャー・振興会議と共催・                                        

九州 NBCが事務局としてコンテストを運営 

 

 

以 上 

 


